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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の体内に挿入される挿入部、および、前記挿入部の先端部に配設された撮像手段
を有する内視鏡と、
　前記被検体の体内を照明する、前記内視鏡と着脱可能に接続される照明手段と、
　前記内視鏡の観察モードを、通常光モードまたは特殊光モードのいずれかに設定するた
めの観察モード入力部と、
　前記撮像手段が撮像した内視鏡画像の色補正処理の処理条件を前記観察モードに基づい
て選択する処理条件選択手段と、
　Ｒ（赤）、Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シアン）、Ｇ（緑）、およびＹ（黄）の６
本の基準色軸により区切られた６つの色相領域からなる色空間に対して前記６本の基準色
軸の中から前記観察モードに基づいて選定された基本色軸と接する２つの色相領域の各々
に１本の基本色軸を追加設定し、８本の基準色軸により区切られた色相領域毎に、前記処
理条件選択手段が選択する前記処理条件で前記色補正処理を行う画像処理手段を有し、前
記内視鏡と着脱可能に接続されるプロセッサと、を具備することを特徴とする内視鏡シス
テム。
【請求項２】
　前記処理条件選択手段が、前記内視鏡に配設された内視鏡種類識別手段の情報に基づい
て、前記内視鏡の種類を識別し、前記観察モードおよび識別した前記内視鏡の前記種類に
基づいて、前記処理条件を選択することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
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【請求項３】
　前記処理条件選択手段が、前記照明手段の種類を識別し、前記観察モードおよび識別し
た前記照明手段の前記種類に基づいて、前記処理条件を選択することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記照明手段の前記種類が、光源種類であり、前記光源種類がキセノンランプ、ハロゲ
ンランプ、メタルハライドランプ、または、発光ダイオードのいずれかであることを特徴
とする請求項３に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記撮像手段が撮影する前記体内の部位を選択する部位入力手段を有し、
　前記処理条件選択手段が、前記観察モードおよび選択された前記部位に基づいて、前記
処理条件を選択することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記撮像手段が撮影する前記体内の状態に応じたシーンを選択するシーン入力手段を有
し、
　前記処理条件選択手段が、前記観察モードおよび選択された前記シーンに基づいて、前
記処理条件を選択することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記シーンが、通常シーン、または、出血シーンのいずれかであることを特徴とする請
求項６に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　術者情報を入力する術者情報入力手段を有し、
　前記処理条件選択手段が、前記観察モードおよび入力された前記術者情報に基づいて、
前記処理条件を選択することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記処理条件選択手段によって選択される前記処理条件が、
　前記観察モードが、前記通常光観察モードの場合には、Ｒ（赤）基準色軸とＹ（黄）基
準色軸の間、および、Ｒ（赤）基準色軸とＭ（マゼンタ）基準色軸の間に、それぞれ１本
の前記基準色軸を設定して行われる処理条件であり、
　前記観察モードが、前記特殊光観察モードの場合には、Ｃ（シアン）基準色軸とＧ（緑
）基準色軸の間、および、Ｂ（青）基準色軸とＣ（シアン）基準色軸の間に、それぞれ１
本の前記基準色軸を設定して行われる処理条件であることを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記処理条件選択手段が、選択した前記処理条件を修正する処理条件修正手段を有する
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　色補正処理後の内視鏡画像と、色空間画像と、を表示し、前記色空間画像の前記基準色
軸上の条件設定マークを移動することにより前記処理条件の設定を行うグラフィック入力
機能を有する表示手段、を更に具備し、
　前記条件設定マークによる前記処理条件の設定に応じて、前記表示手段に表示された前
記内視鏡画像の色調がリアルタイムに変化することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡
システム。
【請求項１２】
　内視鏡の観察モードを通常光モードまたは特殊光モードのいずれかに設定するための観
察モード入力部と、
　前記観察モードに基づき、内視鏡画像の色補正処理の処理条件を選択する処理条件選択
手段と、
　Ｒ（赤）、Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シアン）、Ｇ（緑）、およびＹ（黄）の６
本の基準色軸により区切られた６つの色相領域からなる色空間に対して前記６本の基準色
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軸の中から前記観察モードに基づいて選定された基本色軸と接する２つの色相領域の各々
に１本の基本色軸を追加設定し、８本の基準色軸により区切られた色相領域毎に、前記処
理条件選択手段が選択した前記処理条件に基づいた前記色補正処理を行う画像処理手段と
、を具備することを特徴とする内視鏡画像処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、色補正処理された内視鏡画像を出力する内視鏡システムおよび内視鏡画像処
理装置に関し、特に色空間上の６本を超える色軸をもとに色補正処理を行う内視鏡システ
ムおよび内視鏡画像処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡システムは、術者が直接目視することができない被検体の内部の目標を観察する
目的で広く用いられている。医療分野では被検体である被検者の体内に挿入された内視鏡
の撮像部が、光源装置からの照射光を用いて、撮影した内視鏡画像をもとに診断が行われ
ている。内視鏡画像の色再現、すなわち、もとの色を忠実に再現しているかは、診断結果
に大きな影響を及ぼすこともあり重要であるため、内視鏡が接続されるプロセッサの画像
処理部において映像信号の色補正処理が行われている。
【０００３】
　色再現の良い色調補正方式として６色独立色調補正方式が知られている。６色独立色調
補正方式は、白バランスを変えることなく、つまり無彩色信号に色をつけることなく、Ｒ
（赤）、Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シアン）、Ｇ（緑）およびＹ（黄）の６色の基
準色軸（以下、「基準軸」、または「色軸」ともいう。）で区切られた色相領域毎に、彩
度および色相の調整、すなわち、色調調整である色補正処理を行うものである。ここで、
「色相領域毎に」とは、色軸両側の２つの色相領域に対してのみ影響を及ぼすことを意味
する。
【０００４】
　しかしながら、６色独立色調補正方式においては、Ｒ、Ｍ、Ｂ、Ｃ、ＧおよびＹの６色
に近い色に関しては、有効に調整可能であるが、それらの間の中間色については十分な色
調調整ができない。
【０００５】
　これに対して、特開平９－２４７７０１号公報には、中間色に対しても細かな補正を行
うために、色をさらに分割し、色空間上の６色に相当する６本の基準色軸と、Ｒ軸とＹ軸
間の１本の補助色軸と、からなる７本の色軸により分割された色空間毎に色補正処理する
色補正装置が提案されている。
【０００６】
　また、特開２００１－６１１６０号公報には、色をさらに分割し、色空間上の６色に相
当する６本の基準色軸とそれぞれの基準色軸間にさらに設定された６本の基準色軸とから
なる１２本の色軸をもとに、色補正処理する色補正装置が提案されている。
【０００７】
　医療用内視鏡システムの撮像部が撮影する被検体である被検者の体内の内視鏡画像は、
ＴＶカメラ等が撮影する通常の景色または人物の外観等とは全く異なる。すなわち、内視
鏡システムが撮影する内視鏡画像は、赤色を中心とした微妙な色調が多い。このため、公
知の色補正技術を用いて、色空間上の６色に相当する６本の基準色軸に加えて、赤色と黄
色の間の中間色である肌色に相当する１本の補助色軸を加えた７本の色軸による色補正で
は満足のいく結果は得られないことがあった。
【０００８】
　また、色空間上の６色に相当する６本の基準色軸とそれぞれの基準色軸間の６本の基準
色軸との１２本の色軸を用いて中間色を補正する色補正処理は、システムの構成が複雑と
なり、かつ、処理に時間を要する。さらに、多くの色軸を用いた色補正処理は、設定すべ
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き項目が多くなり術者が行う設定作業が繁雑になるだけでなく、最適の設定状態とするこ
とが容易ではないことがある。
【０００９】
　一方、医療用内視鏡システムにおいては、目的に応じて多種類の内視鏡および光源装置
が使用される。また内視鏡画像は、観察する部位の種類により、色調が大きく異なるだけ
でなく、例えば出血が発生すると同じ部位であっても、色調が大きく変化する。また、過
去に撮影した内視鏡画像との比較により診断を行う場合には、過去に撮影した内視鏡画像
と同じ色調の内視鏡画像を用いることが好ましい。さらに、術者には、それぞれ色調の好
みがあり、使用前に、それぞれの術者の好みの色調になるように色補正処理の処理条件を
調整する必要があった。
【００１０】
　さらに、内視鏡システムとしては、白色光等の通常光を照射光として用いて生体内の組
織を撮影して内視鏡画像を取得し、モニタ等に表示して観察する通常光観察モードの内視
鏡システムが実用化されている。
【００１１】
　照射光として特殊光を用いて撮影した内視鏡画像を得る特殊光観察モード内視鏡のシス
テムでは、正常組織と腫瘍等の病変組織との差異を識別しやすくなることが可能となる。
例えば、照射光の分光透過率特性を狭帯域化した狭帯域光観察モードの内視鏡システムが
用いられている。さらに、観察部位を光源からの励起光で照射することにより励起し発生
する蛍光を撮影する蛍光観察モードの内視鏡システムが知られている。蛍光観察モードの
内視鏡システムとしては、腫瘍親和性を有する蛍光物質を観察部位に投与し撮影する手法
と、生体に元来存在する自家蛍光を撮影する手法とが用いられている。なお、通常光観察
モードの内視鏡システムの機能と特殊光観察モードの内視鏡システムの機能は、光源装置
から供給する照射光の波長を変化することで１台の内視鏡システムにおいて実現すること
ができる。
【００１２】
　ここで、特殊光観察モード、すなわち、狭帯域光観察モードまたは蛍光観察モード、の
内視鏡システムが撮影する内視鏡画像の色調は通常光観察モードの内視鏡画像とは異なる
ため、診断を容易に行うための色補正処理条件は、通常光観察モードの内視鏡画像とは全
く異なる。このため、通常光観察モードと特殊光観察モードとを切り替えて使用すること
のできる内視鏡システムにおいては、２つのモードのそれぞれに適した色補正処理条件を
設定することは容易ではなかった。
【００１３】
　このように、内視鏡システムおよび内視鏡画像処理装置において、所望の色調の内視鏡
画像を得るために、色処理の処理条件を適切に設定することは容易ではなかった。
【００１４】
　本発明は、所望の色調の内視鏡画像を得ることのできる内視鏡システムおよび内視鏡画
像処理装置を提供することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成すべく、本発明の一態様の内視鏡システムは、被検体の体内に挿入され
る挿入部、および、前記挿入部の先端部に配設された撮像手段を有する内視鏡と、前記被
検体の体内を照明する、前記内視鏡と着脱可能に接続される照明手段と、前記内視鏡の観
察モードを、通常光モードまたは特殊光モードのいずれかに設定するための観察モード入
力部と、前記撮像手段が撮像した内視鏡画像の色補正処理の処理条件を前記観察モードに
基づいて選択する処理条件選択手段と、Ｒ（赤）、Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シア
ン）、Ｇ（緑）、およびＹ（黄）の６本の基準色軸により区切られた６つの色相領域から
なる色空間に対して前記６本の基準色軸の中から前記観察モードに基づいて選定された基
本色軸と接する２つの色相領域の各々に１本の基本色軸を追加設定し、８本の基準色軸に
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より区切られた色相領域毎に、前記処理条件選択手段が選択する前記処理条件で前記色補
正処理を行う画像処理手段を有し、前記内視鏡と着脱可能に接続されるプロセッサと、を
具備する。
【００１６】
　また、本発明の別の態様の内視鏡画像処理装置は、内視鏡の観察モードを通常光モード
または特殊光モードのいずれかに設定するための観察モード入力部と、前記観察モードに
基づき、内視鏡画像の色補正処理の処理条件を選択する処理条件選択手段と、Ｒ（赤）、
Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シアン）、Ｇ（緑）、およびＹ（黄）の６本の基準色軸
により区切られた６つの色相領域からなる色空間に対して前記６本の基準色軸の中から前
記観察モードに基づいて選定された基本色軸と接する２つの色相領域の各々に１本の基本
色軸を追加設定し、８本の基準色軸により区切られた色相領域毎に、前記処理条件選択手
段が選択した前記処理条件に基づいた前記色補正処理を行う画像処理手段と、を具備する
。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】第１の実施の形態の内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図２】第１の実施の形態の内視鏡画像処理装置における画像処理を説明するための構成
図である。
【図３】６軸色補正について説明するための説明図である。
【図４】６軸色補正について説明するための説明図である。
【図５】第１の実施の形態の内視鏡画像処理装置における８軸色補正について説明するた
めの説明図である。
【図６】第１の実施の形態の内視鏡画像処理装置における８軸色補正について説明するた
めの説明図である。
【図７】第１の実施の形態の内視鏡画像処理装置の色補正処理部における色補正処理を説
明するための構成図である。
【図８Ａ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている内視鏡の種類に応じた処
理条件の例を示す。
【図８Ｂ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている内視鏡の種類に応じた処
理条件の例を示す。
【図９】キセノンランプの分光光度特性を示している。
【図１０】ハロゲンランプの分光光度特性を示している。
【図１１】メタルハライドランプの分光光度特性を示している。
【図１２】発光ダイオードの分光光度特性を示している。
【図１３Ａ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている照明部の種類に応じた
処理条件の例を示す。
【図１３Ｂ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている照明部の種類に応じた
処理条件の例を示す。
【図１４Ａ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている部位に応じた処理条件
の例を示す。
【図１４Ｂ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている部位に応じた処理条件
の例を示す。
【図１５Ａ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されているシーンに応じた処理条
件の例を示す。
【図１５Ｂ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されているシーンに応じた処理条
件の例を示す。
【図１６Ａ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている術者に応じた処理条件
の例を示す。
【図１６Ｂ】第１の実施の形態の処理条件記憶部に記憶されている術者に応じた処理条件
の例を示す。
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【図１７】第１の実施の形態の処理条件を修正する場合の表示画面例を示す。
【図１８】第２の実施の形態の内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図１９】第３の実施の形態の内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図２０】グラフィック入力部を有するモニタの表示画面の一例である。
【図２１】グラフィック入力部の一例である。
【図２２】グラフィック入力部による処理条件の修正を説明するための説明図である。
【図２３】グラフィック入力部による処理条件の修正を説明するための説明図である。
【図２４】第４の実施の形態の内視鏡システムの構成を示す構成図である。
【図２５Ａ】内視鏡システムの切替フィルタの構造を説明するための説明図である。
【図２５Ｂ】内視鏡システムの切替フィルタの構造を説明するための説明図である。
【図２６】フィルタの波長に対する透過率特性を示したグラフである。
【図２７】実施の形態のフィルタの波長に対する透過率特性を示したグラフである。
【図２８】第４の実施の形態の内視鏡システムにおける８軸色補正について説明するため
の説明図である。
【図２９】第４の実施の形態の内視鏡システムにおける８軸色補正について説明するため
の説明図である。
【図３０】第４の実施の形態の内視鏡システムにおける８軸色補正について説明するため
の説明図である。
【図３１】第４の実施の形態の内視鏡システムにおける８軸色補正について説明するため
の説明図である。
【図３２】第４の実施の形態の内視鏡画像処理装置の色補正処理部における色補正処理を
説明するための構成図である。
【図３３Ａ】処理条件記憶部に記憶されている照明光の種類に応じた処理条件の例を示す
。
【図３３Ｂ】処理条件記憶部に記憶されている照明光の種類に応じた処理条件の例を示す
。
【図３３Ｃ】処理条件記憶部に記憶されている照明光の種類に応じた処理条件の例を示す
。
【図３４Ａ】処理条件記憶部に記憶されている内視鏡の種類に応じた処理条件の例を示す
。
【図３４Ｂ】処理条件記憶部に記憶されている内視鏡の種類に応じた処理条件の例を示す
。
【図３５】第４の実施の形態の内視鏡システムにおける処理条件を修正する場合の表示画
面例を示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　＜第１の実施の形態＞　
　以下、図面を参照して本発明の第１の実施の形態の内視鏡システム１について説明する
。
【００１９】
　図１は、本実施の形態の内視鏡システム１の構成を示す構成図である。図１に示すよう
に本実施の形態の内視鏡システム１は、被検体である被検者（不図示）の体内に挿入され
る挿入部２１を有する内視鏡（「スコープ」ともいう。）２と、被検者の体内を照明する
照明手段である光源装置３と、内視鏡画像の信号処理を行うプロセッサ４とにより構成さ
れている。内視鏡２は、光源装置３とは光源装置用コネクタ部２６を介して着脱可能に接
続され、プロセッサ４とはプロセッサ用コネクタ部２７を介して着脱可能に接続される。
すなわち、プロセッサ４は、種々の内視鏡および／または種々の光源装置と組み合わせる
ことで、種々の目的に適合した内視鏡システムとして使用できる。
【００２０】
　さらに、内視鏡システム１は、内視鏡画像等を表示するモニタ５と、術者が内視鏡シス
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テム１の設定等を行う入力手段であるキーボード等の入力部６を有している。
【００２１】
　内視鏡２は、挿入部２１の先端部２２にカラーの内視鏡画像を撮影する撮像手段である
ＣＣＤ２０と、プリプロセス部１９と、Ａ／Ｄ変換部１８と、パラレルシリアル変換（Ｐ
／Ｓ）部１７を有する電子内視鏡である。先端部２２には観察窓（不図示）が設けてあり
、この観察窓には光学像を結ぶための対物レンズ系２３と、被検者の体内を撮影するＣＣ
Ｄ２０とが配置され、ＣＣＤ２０が撮影した内視鏡画像はデジタル信号に変換されてプロ
セッサ４に送信される。撮像手段としては、ＣＣＤ２０の代わりにＣＭＤ （Charged Mod
ulation Device） 撮像素子、Ｃ－ＭＯＳ撮像素子、ＡＭＩ（Amplified MOS Imager）、
ＢＣＣＤ（Back Illuminated ＣＣＤ）等でも良い。なお、カラーＣＣＤの代わりに白黒
ＣＣＤを用い、照射光をＲＢＧに時系列的に変化させてもよい。
【００２２】
　さらに、挿入部２１内には光源装置３からの照明光を先端部２２に導光するライトガイ
ドファイバ２５が挿通されている。光源装置３は、ランプ駆動部３１により発光するラン
プ３０と、このランプ３０の光路上に設けられた切替フィルタ部３３と、この切替フィル
タ部３３を通った光を集光するコンデンサレンズ３５とを備えている。切替フィルタ部３
３は、回転用モータ３６により回転することにより光路上に配置されるフィルタが切り替
える切替フィルタ３４を備えている。ライトガイドファイバ２５により先端部２２に導光
された照明光は、照明窓（不図示）に取り付けた照明レンズ２４を経て、拡開して体内の
観察対象部位に照射される。さらに、光源装置３は、プロセッサ４が接続された光源装置
３の種類、言い換えれば、内視鏡２が接続された光源装置３の種類、を識別するための光
源装置識別手段であるランプ識別部３２が配設されている。
【００２３】
　また、内視鏡２には術者が内視鏡システム１の種々の指示操作を手元で行うためのスコ
ープスイッチ１５が設けてあり、スコープスイッチ１５の操作信号は制御部１１に入力さ
れ、制御部１１は操作信号に対応した動作を行う。さらに、内視鏡２には、プロセッサ４
が接続された内視鏡２の種類を識別するためのスコープ識別手段であるスコープ識別部１
６が配設されている。
【００２４】
　内視鏡２からの内視鏡画像の信号は、絶縁性確保のためのパルストランス９Ａ等から構
成されたアイソレーション部９を介してプロセッサ４の内視鏡画像処理装置７に入力され
る。内視鏡画像処理装置７は、ＣＣＤ２０が撮影した内視鏡画像の色補正処理等を行う画
像処理手段である画像処理部１０と、内視鏡画像処理装置７を初めとする内視鏡システム
１の制御を行う制御部１１と、画像処理部１０が行う色補正処理の処理条件を記憶する処
理条件記憶手段である処理条件記憶部１２と、処理条件記憶部１２から処理条件を選択す
る処理条件選択手段である処理条件選択部１３と、Ｄ／Ａ変換部（Ｄ／Ａ）１４とを具備
している。内視鏡画像の色補正処理については後に詳述する。
【００２５】
　次に図２を用いて、内視鏡画像処理装置７の画像処理部１０が行う内視鏡画像の画像処
理について説明する。図２は、本実施の形態の内視鏡画像処理装置７における画像処理を
説明するための構成図である。
【００２６】
　図２に示すように、内視鏡２からの内視鏡画像信号は、Ｙ／Ｃ分離部４１と、クランプ
部４２と、ノイズ低減（ＮＲ）部４３と、マトリックス部４４とを介して、色補正処理部
５０において色補正処理が行われる。そして、色補正処理後の内視鏡画像は、ガンマ補正
部４５、拡大縮小処理部４６、エンハンス部４７、マスク設定部４８、重畳表示処理部４
９を介して、Ｄ／Ａ変換部１４に送信され、モニタ５に表示される。なお、画像処理部１
０が行う処理は全て制御部１１の制御のもとで行われる。
【００２７】
　次に、図３から図９を用いて色補正処理部５０における色補正処理について説明する。
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図３および図４は６軸色補正について説明するための説明図であり、図５および図６は、
本実施の形態の内視鏡画像処理装置７における８軸色補正について説明するための説明図
であり、図７は、本実施の形態の内視鏡画像処理装置７の色補正処理部５０における色補
正処理を説明するための構成図である。
【００２８】
　図３は、色空間上の、Ｒ（赤）、Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シアン）、Ｇ（緑）
、およびＹ（黄）の色相毎に設定された６本の基準色軸により区切られた６個の色相領域
（１）から（６）を示している。すなわち、図３に示す色空間の中心点から放射状に設定
されている色軸は彩度（以下、「色飽和度」または、単に「飽和度（Saturation）ともい
い、記号「sat」で示す。」の大小を示し、色環円の外側程、色飽和度が高いことを示し
ている。また、色空間の円周方向は色相（以下、記号「hue」で示す。）を示している。
【００２９】
　そして、図４に示すように、いわゆる６軸色補正処理では、色補正処理される画像信号
は、Ｒ信号、Ｇ信号、Ｂ信号の大小関係を比較することにより、６個の色相領域のいずれ
に位置するかが判断され、位置する色相領域に対して補正処理が行われる。すなわち、画
像信号が位置する色相領域を挾みこむ両側の色軸の色に対して補正処理が行われる。この
ため、ある色相領域に属する画素の補正処理を行うと、画素が属する色相領域を中心とす
る３つの色相領域に影響が及ぶが、画素が属する色相領域の両側の色相領域への影響は小
さい。
【００３０】
　これに対して、図５は、６本の基準色軸に加えてさらに２本の基準色軸が設定された、
本実施の形態の、いわゆる８軸の色補正処理の色空間を示している。本実施の形態の内視
鏡システム１は、被検者の体内を観察するため、ＣＣＤ２０が撮影する内視鏡画像は、赤
色を中心とした微妙な色調が多い。このため、図５に示すように、内視鏡システム１では
、Ｒ基準色軸とＹ基準色軸の間、および、Ｒ基準色軸とＭ基準色軸の間に、それぞれ１本
の基準色軸、Ｒ－Ｙ色軸およびＲ－Ｍ色軸を設定する。このため、８軸の色補正処理では
、色軸で分割される色相領域は、（１Ａ）、（１Ｂ）、（２Ａ）、（２Ｂ）、（３）、（
４）、（５）、（６）の８領域となる。
【００３１】
　そして、例えば、Ｒ－Ｍ色軸の補正処理のときの補正係数を変化した場合に、影響が及
ぶのはＲ－Ｍ色軸の両側の領域（１Ａ）および領域（１Ｂ）となる。このため、例えば、
領域（１Ｂ）に属する画素に対して、色相領域毎に色補正処理を行うと、領域（１Ｂ）だ
けでなく、領域（１Ａ）、および領域（２Ａ）の３つの色相領域に影響が及ぶが、領域（
１Ａ）および領域（２Ａ）への影響は小さく、他の領域には影響が及ばない。
【００３２】
　図６に示すように、内視鏡画像を較正する画素の色信号は、それぞれがＲ信号、Ｇ信号
、Ｂ信号の大小関係を比較することにより、８個の色相領域のいずれに位置するかが判断
され、その位置する色相領域に対して色補正処理が行われる。内視鏡システム１では、Ｒ
ＧＢの原色を示す基準色軸、および該原色の補色であるＣＭＹを示す基準色軸のみならず
、想定される被写体である体内に多く含まれるＲの周辺色を微細に補正するためのＲとＹ
の中間色を示す基準色軸とＲとＭの中間色を示す基準色軸の８軸の色補正処理を行う内視
鏡画像処理装置として設計されるため、装置設計が容易で回路等が複雑化することを最小
限に留めることができる。
【００３３】
　次に、図７を用いて本実施の形態の内視鏡画像処理装置７の色補正処理部５０における
色補正処理を説明する。マトリックス部４４から色補正処理部５０に入力される内視鏡画
像は、Ｒ信号、Ｇ信号およびＢ信号の色信号である。内視鏡画像を構成する各画素の色信
号は、ＲＧＢ比較部５１により、図６で示したように、Ｒ信号、Ｇ信号、Ｂ信号の大小関
係を比較することにより、８個の色相領域のいずれに位置するかが判断される。
【００３４】
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　８個の色相領域のそれぞれに対して色補正処理を行うために、処理条件記憶部１２には
、８個の飽和度（彩度）補正係数、KRsat、KGsat、KBsat、KYsat、KCsat、KMsat、KRYsat
、KRMsat、および、８個の色相補正係数、KRhue、KGhue、KBhue、KYhue、KChue、KMhue、
KRYhue、KRMhueからなる処理条件が予め記憶されている。ここで、補正係数を示す記号「
Ｋ」の後の添字は、色相の略号であり、RMはＲとＭの間の中間色を、RYはＲとＹの間の中
間色を示している。
【００３５】
　制御部１１は、処理条件選択部１３から受信した処理条件の設定値と、ＲＧＢ比較部５
１の結果から、内視鏡画像の画素の色信号が位置する色相領域にかかる処理条件である４
個の補正係数、Ksat1、Ksat2、Khue1、Khue2を、色補正処理部５０に出力する。一方、色
補正処理部５０のベクトル量算出部５２は、内視鏡画像の画素の色信号の、位置する色相
領域を挾む色軸方向のベクトル量である、Dp、Dcを算出する。係数算出部５３は、制御部
１１から受信した処理条件とベクトル量算出部５２が算出したベクトル量とから、以下の
（式１）に従い補正係数を算出する。
【００３６】
　　（式１）　

　色補正演算部５５は、固定係数部５４からの固定補正係数である、Ｒ-a1、Ｇ-a1、Ｂ-a
1、Ｒ-a2、Ｇ-a2、Ｂ-a2と、係数算出部５３からの算出補正係数、psat、phue、csat、ch
ue、をもとに、以下の（式２）により内視鏡画像の色補正処理を行い、後段のガンマ補正
部４５に出力する。
【００３７】
　　（式２）　

　内視鏡システム１の色補正処理においては、内視鏡画像に応じた最適の処理条件を処理
条件選択部１３が、処理条件記憶部１２に記憶されている８個の飽和度補正係数と８個の
色相補正係数とからなる処理条件の中から選択する。すなわち、処理条件選択部１３は、
スコープ識別部１６、スコープスイッチ１５、ランプ識別部３２、入力部６、またはモニ
タ５等からの情報を制御部を介して受信し、その情報をもとに処理条件を選択する。この
ため、内視鏡システム１では画像処理部１０の補正条件を適切に設定することが容易であ
る。
【００３８】
　例えば、内視鏡システム１においては処理条件選択部１３が、内視鏡２の種類に応じて
処理条件を選択する。ここで内視鏡２の種類とは型番等を意味するものではなく、同じ型
番の製品であっても製造工程でのばらつきによる色特性差も存在するため、個々の内視鏡
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２のそれぞれが１種類に相当する。特に、カラーＣＣＤにおいてはカラーフィルタ製造時
のばらつきにより同じ型番の製品であっても特性差が大きいため、処理条件選択部１３が
、個々の内視鏡毎に処理条件を選択することが好ましい。処理条件選択部１３は、内視鏡
２に配設されたスコープ識別部の情報に基づいて内視鏡の種類、言い換えれば、プロセッ
サ４に接続された、個々の内視鏡、を識別する。
【００３９】
　図８Ａ、図８Ｂに処理条件記憶部１２に記憶されている内視鏡の種類に応じた処理条件
の例を示す。図８Ａは、内視鏡Ａに応じた処理条件を、図８Ｂは、内視鏡Ｂに応じた処理
条件を示している。なお、それぞれの補正係数は相対的な値であり、例えば、－１００か
ら１００の間の整数で示される。
【００４０】
　また、内視鏡システム１においては処理条件選択部１３が、光源手段である光源装置３
の種類に応じて処理条件を選択する。ここで光源装置３の種類とは、ランプ３０の種類を
意味し、例えば、キセノンランプ、ハロゲンランプ、メタルハライドランプ、または、発
光ダイオードである。
【００４１】
　ここで、図９から図１２に示すようにランプ３０の種類により分光光度特性が異なるた
め、異なる種類の光源装置３により照射された被検者の内部の反射光は異なり内視鏡画像
の色調は異なる。図１３Ａ、図１３Ｂに処理条件記憶部１２に記憶されている光源装置３
の種類に応じた処理条件の例を示す。図１３Ａはキセノンランプに応じた処理条件を、図
１３Ｂは、発光ダイオード（ＬＥＤ）に応じた処理条件を示している。
【００４２】
　内視鏡システム１においては処理条件選択部１３が、光源装置３の種類に応じて処理条
件を選択するため、画像処理部１０の補正条件を適切に設定することが容易である。　
　もちろん、光源装置３の種類はランプ３０の種類のみを意味するものではなく、同じ型
番の製品であっても製造工程でのばらつきによる特性差も存在するため、個々の光源装置
３それぞれが１種類に相当する識別標識を有していてもよい。
【００４３】
　また、内視鏡システム１においては、ＣＣＤ２０が撮影する体内の部位を選択する部位
入力手段である部位入力部を有し、処理条件選択部１３が部位入力部により選択された部
位に応じて処理条件を選択する。ここで、部位は、例えば、耳鼻、食道、胃、小腸、大腸
、または、腹腔のいずれかであり、部位により内視鏡画像の色調が異なる。図１４Ａ、図
１４Ｂに処理条件記憶部１２に記憶されている部位の種類に応じた処理条件の例を示す。
図１４Ａは胃に応じた処理条件を、図１４Ｂは、耳鼻に応じた処理条件を示している。　
　内視鏡システム１においては、処理条件選択部１３が、撮影部位に応じて処理条件を選
択するため、画像処理部１０の補正条件を適切に設定することが容易である。
【００４４】
　部位入力部としては、例えば、術者が入力する入力部６またはスコープスイッチ１５を
用いることができる。または、部位入力部としては、例えば、内視鏡画像の画像解析によ
る方法、または位置センサ等による方法の部位入力部を用いることもできる
　また、内視鏡システム１においては、体内の状態に応じたシーンを選択するシーン入力
手段であるシーン入力部を有し、処理条件選択部１３が部位入力部により選択されたシー
ンに応じて処理条件を選択する。ここで、シーンは、例えば、通常シーン、または、出血
シーンのいずれかであり、シーンにより内視鏡画像の色調が異なる。シーン入力部として
は、例えば、術者が入力する入力部６またはスコープスイッチ１５を用いることができる
。
【００４５】
　図１５Ａ、図１５Ｂに処理条件記憶部１２に記憶されているシーンに応じた処理条件の
例を示す。図１５Ａは通常シーンの処理条件を、図１５Ｂは、出血（Reddish）シーンに
応じた処理条件を示している。ここで、出血シーンとは、血によりＲ（赤）が強い内視鏡
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画像であるため、適切な色補正処理とは赤の色調を抑えた、いわゆる赤レス色補正処理で
ある。なお、シーンの種類としては、例えば、色素散布シーンを追加する等、手技に応じ
て追加または変更することも、可能である。
【００４６】
　また、内視鏡システム１においては、術者を入力する術者入力手段である術者入力部を
有し、処理条件選択部１３が、術者入力部により入力された術者、すなわち、術者の氏名
、イニシャルまたは識別番号等、に応じて術者の好みに応じた処理条件を選択する。図１
６Ａ、図１６Ｂに処理条件記憶部１２に記憶されている術者に応じた処理条件の例を示す
。図１６Ａは医者Ａが好む処理条件を、図１６Ｂは、医者Ｂが好む処理条件を示している
。なお、術者に応じた処理条件とは、その術者が過去に撮影した内視鏡画像の処理条件で
もある。
【００４７】
　内視鏡システム１においては、術者の好みに応じた色調の内視鏡画像を得るための処理
条件、言い換えれば、過去に撮影した内視鏡画像と同一の処理条件を、処理条件選択部１
３が選択するため、画像処理部１０の補正条件を適切に設定することが容易である。術者
入力部としては、例えば、入力部６またはスコープスイッチ１５を用いることができる。
術者の好みに応じた処理条件は予め入力部６から入力しても良いし、前回の条件を用いて
も良い。
【００４８】
　さらに、内視鏡システム１においては、処理条件選択部１３が、選択した処理条件を修
正する処理条件修正部を有する。すなわち、図１７に示すように処理条件は、例えば、モ
ニタ５の表示画面５Ａに表５Ｂとして表示された値を確認しながら、選択マーカ５Ｃで所
定の値の場所５Ｄを選択することで、入力部６を用いて数値の修正することができる。処
理条件選択部１３が選択した処理条件を修正することで、状況に応じた色調の微妙な調整
を行うことができる。処理条件選択部１３としては、例えば、入力部６またはスコープス
イッチ１５を用いることができる。また、同様に、入力部６等を用いて、処理条件記憶部
１２に記憶する処理条件を設定することもできる。
【００４９】
　以上の説明のように、内視鏡システム１は画像処理部１０の補正条件を適切に設定する
ことが容易である。
【００５０】
　なお、上記説明では、処理条件記憶部１２および処理条件選択部１３を、制御部１１お
よび画像処理部１０から独立した別個の構成要素として説明したが、制御部１１または画
像処理部１０と同じハードウエアを用いる、制御部１１または画像処理部１０と一体のも
のであってもよい。
【００５１】
　また、以上の説明のように、本実施の形態の内視鏡画像処理装置７は、被検者の体内に
挿入される挿入部２１と、挿入部２１の先端部２２に配設された撮像手段であるＣＣＤ２
０を有する内視鏡２と、被検者の体内を照明する照明手段である光源装置３とを有する内
視鏡システム１のＣＣＤ２０が撮影した内視鏡画像の色補正処理を行う内視鏡画像処理装
置７であって、ＣＣＤ２０が撮影した内視鏡画像の色補正処理を行う画像処理手段である
画像処理部１０と、色補正処理の処理条件を記憶した処理条件記憶部１２から処理条件を
選択する処理条件選択部１３と、を具備し、画像処理部１０が、色空間上の、Ｒ（赤）、
Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シアン）、Ｇ（緑）、およびＹ（黄）の色相、およびＲ
とＹとの中間の色相とＲとＭとの中間の色相毎に設定される８本の基準色軸を設定し、基
準色軸により区切られた色相領域毎に、処理条件選択部１３が選択した処理条件に基づい
た色補正処理を行う。内視鏡画像処理装置は画像処理部１０の補正条件を適切に設定する
ことが容易である。
【００５２】
　＜第２の実施の形態＞　



(12) JP 4732548 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

　以下、図面を参照して本発明の第２の実施の形態の内視鏡システム１Ｂについて説明す
る。図１８は第２の実施の形態の内視鏡システム１Ｂの構成を示す構成図である。本実施
の形態の内視鏡システム１Ｂは、第１の実施の形態の内視鏡システム１と類似しているた
め、同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００５３】
　第１の実施の形態の内視鏡システム１では、内視鏡２がスコープ識別部１６を有し、条
件選択手段が、そのスコープ識別部１６の情報に基づき、プロセッサ４の処理条件記憶部
１２に記憶されている、その内視鏡２の処理条件を選択した。これに対して、図１８に示
すように、本実施の形態の内視鏡システム１Ｂでは、内視鏡２Ｂがその内視鏡２Ｂの種類
に適した処理条件を記憶した処理条件記憶部１２Ａを有している。また、本実施の形態の
内視鏡システム１Ｂでは、光源装置３Ｂがその光源装置３Ｂに適した処理条件を記憶した
処理条件記憶部１２Ｂを有している。
【００５４】
　そして、内視鏡システム１Ｂでは、内視鏡画像処理装置７Ｂの処理条件選択部１３Ｂは
、処理条件記憶部１２Ａまたは処理条件記憶部１２Ｂの少なくともいずれかの条件記憶手
段から処理条件を選択する。
【００５５】
　内視鏡システム１Ｂは、処理条件選択部１３Ｂが、最適の処理条件を選択するため、所
望の色調の内視鏡画像を得ることのできる画像処理部１０の補正条件を適切に設定するこ
とが容易である。
【００５６】
　＜第３の実施の形態＞　
　以下、図面を参照して本発明の第３の実施の形態の内視鏡システム１Ｃについて説明す
る。図１９は第３の実施の形態の内視鏡システム１Ｃの構成を示す構成図である。本実施
の形態の内視鏡システム１Ｃは、第１の実施の形態の内視鏡システム１と類似しているた
め、同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００５７】
　内視鏡システム１Ｃにおいては、処理条件選択部１３Ｃは、複数の条件に基づいた、処
理条件を選択する。例えば、内視鏡システム１Ｃの処理条件選択部１３Ｃは、内視鏡２の
種類が内視鏡Ａであり光源装置３の種類が光源装置Ａであり、術者が術者Ａの場合に、内
視鏡Ａ、光源装置Ａ、および術者Ａの３つの条件に基づいた処理条件を選択する。複数の
条件に基づいて選択される処理条件は、予め処理条件記憶部１２に記憶しておいても良い
し、それぞれの処理条件をもとに処理条件選択部１３Ｃが所定の演算処理を行い複数の条
件に適した処理条件を算出してもよい。
【００５８】
　また、内視鏡システム１Ｃにおいては、モニタ５Ｅをグラフィック入力手段として用い
ることもできる。図２０は内視鏡システム１Ｃのグラフィック入力手段機能を有するモニ
タ５Ｅの表示画面５Ｅ１を示している。表示画面５Ｃ１は、１６：９のワイド画面であり
、右側に色補正処理後の内視鏡画像５Ｅ２が表示され、左側に処理条件を設定するための
グラフィック入力部６Ａが表示されている。そして、グラフィック入力部６Ａは、ポイン
タ５Ｅ３で操作可能である。
【００５９】
　図２１に示すように、グラフィック入力部６Ａには色空間を円形にカラー表示し、色空
間上には、Ｒ（赤）、Ｍ（マゼンタ）、Ｂ（青）、Ｃ（シアン）、Ｇ（緑）、およびＹ（
黄）の各色相、およびＲとＹとの中間色の色相とＲとＭとの中間色の色相に相当する８本
の基準色軸のそれぞれに条件設定マーク６Ａ１～６Ａ８が表示されている。
【００６０】
　図２２および図２３に示すように、術者はマウス等により画面上のポインタ５Ｅ３を用
いて所定の条件設定マーク、例えば６Ａ５を指定し、条件設定マークを移動することで処
理条件の設定を修正することができる。各条件設定マークの設定可能範囲、言い換えれば
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移動可能範囲は、色相方向では例えば領域のー７８％から７８％の範囲である。
【００６１】
　そして、内視鏡システム１Ｃにおいてはグラフィック入力部６Ａによる処理条件の設定
変更がリアルタイムで内視鏡画像の色調に反映される。　
　以上の説明のように、内視鏡システム１Ｃは、色空間上に表示された基準色軸上の条件
設定マーク６Ａ１～６Ａ８を移動することにより処理条件の設定を行うグラフィック入力
部６Ａと、色補正処理後の内視鏡画像とを表示する表示手段であるモニタ５をさらに有し
、条件設定マーク６Ａ１～６Ａ８による処理条件の設定により、モニタ５に表示された内
視鏡画像の色調がリアルタイムに変化する。
【００６２】
　このため、内視鏡システム１Ｃにおいては、術者は所望の色調の内視鏡画像を得るため
の、処理条件を容易に、そして、適切に設定することができる。
【００６３】
　＜第４の実施の形態＞　
　以下、図面を参照して本発明の第１の実施の形態の内視鏡システム１Ｄについて説明す
る。本実施の形態の内視鏡システム１Ｄは、第１の実施の形態の内視鏡システム１等と類
似しているため、同じ構成要素には同じ符号を付し説明は省略する。
【００６４】
　図２４に示すように本実施の形態の内視鏡システム１Ｄは、被検体の体内に挿入される
挿入部２１を有する内視鏡（「スコープ」ともいう。）２Ｄと、被検体の体内を通常光ま
たは特殊光で照明する照明する照明手段である光源装置３Ｄと、内視鏡画像の信号処理等
を行う内視鏡画像処理装置７Ｄを有するプロセッサ４Ｄとにより構成されている。内視鏡
２Ｄは、光源装置３Ｄとは光源装置用コネクタ部２６を介して着脱可能に接続され、プロ
セッサ４Ｄとはプロセッサ用コネクタ部２７を介して着脱可能に接続される。すなわち、
プロセッサ４Ｄは、種々の内視鏡および／または種々の光源装置と組み合わせることで、
種々の目的に適合した内視鏡システムとして使用できる。
【００６５】
　観察窓には光学像を結ぶための対物レンズ系２３と、所望の波長の光を透過し他の波長
の光を遮断する遮断フィルタ２８と、被検体の体内を撮影するＣＣＤ２０とが配置され、
ＣＣＤ２０が撮影した内視鏡画像はデジタル信号に変換されてプロセッサ４に送信される
。なお、遮断フィルタ２８は観察モードに応じて切り替えられる。
【００６６】
　光源装置３Ｄは、ランプ駆動部３１により発光するランプ３０と、このランプ３０の光
路上に設けられた切替フィルタ部３３Ｄと、この切替フィルタ部３３Ｄを通った光を集光
するコンデンサレンズ３５とを備えている。切替フィルタ部３３Ｄは、回転用モータ３６
により回転することにより光路上に配置されるフィルタが切り替える切替フィルタ３４Ｄ
を備えている。光源装置３Ｄはフィルタを切り替えることで通常光または特殊光を照明光
としてライトガイドファイバ２５に供給する。
【００６７】
　ここで、図２５Ａ、図２５Ｂ、図２６および図２７を用いて、切替フィルタ３４Ｄにつ
いて説明する。
【００６８】
　図２５Ａに示すように、切替フィルタ３４Ｄには内周側に通常光観察モード用のＲフィ
ルタ３４Ａ１と、Ｇフィルタ３４Ａ２と、Ｂフィルタ３４Ａ３とが配置され、外周側に特
殊光観察モード用のＥ１フィルタ３４Ａ４と、Ｇ１フィルタ３４Ａ５と、Ｂ１フィルタ３
４Ａ６とが配置されている。なお、切替フィルタ３４Ｄとしては、図２５Ｂに示すような
配置の切替フィルタ３４Ｄ１であってもよいし、複数の切替フィルタを用いてもよい。
【００６９】
　図２６は、通常光観察モード用のＲフィルタ３４Ａ１と、Ｇフィルタ３４Ａ２と、Ｂフ
ィルタ３４Ａ３の透過率特性の一例を示し、図２７は、特殊光観察モード用のＥ１フィル
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タ３４Ａ４と、Ｇ１フィルタ３４Ａ５と、Ｒ１フィルタ３４Ａ６の透過率特性の一例を示
している。例えば、図２７に示したＥ１フィルタ３４Ａ４の中心波長は４２０ｎｍ、Ｇ１
フィルタ３４Ａ５の中心波長は５４０ｎｍ、Ｒ１フィルタ３４Ａ６の中心波長は６３０ｎ
ｍである。
【００７０】
　切替フィルタ部３３Ｄの移動用モータ３８を駆動することにより、光路上に通常観察モ
ード用のＲＧＢフィルタ３４Ａ１～３４Ａ３を設定して通常光観察モード（以下、「通常
モード」ともいう。）での動作状態に設定したり、光路上に特殊光観察モード用のフィル
タ３４Ａ４～３４Ａ６を設定して特殊光観察モードでの動作状態に設定したりすることが
できる。
【００７１】
　特殊光観察モードは、蛍光観察モードまたは狭帯域光観察モードに大別することができ
る。　
　蛍光観察（Auto Fluorescence Imaging、以下「ＡＦＩ」ともいう。）モードでは、例
えば、観察部位にコラーゲンなどの蛍光物質からの自家蛍光を観察するための青色励起光
と、血液中のヘモグロビンに吸収される緑色の光とを照射し、撮影時には励起光の波長成
分を遮断フィルタ２８により遮断する。このため、ＡＦＩモードでは、内視鏡画像上で腫
瘍性病変と正常粘膜とを識別しやすい色調で表示し、がんなど微細病変の早期発見を支援
する観察モードである。
【００７２】
　自家蛍光観察では、腫瘍組織では青色励起光が照射されると、粘膜に存在するコラーゲ
ン等の蛍光物質が発する蛍光である自家蛍光が、正常組織よりも減弱するという特性を利
用している。しかし、自家蛍光の減弱は、腫瘍組織の粘膜上皮の肥厚によって光が吸収・
散乱されるだけでなく、血液中のヘモグロビンによっても光が吸収されるため、青色励起
光の照射のみでは炎症性病変でも自家蛍光が減衰するため腫瘍と判断されることがある。
【００７３】
　これに対して、ＡＦＩモードでは、粘膜の肥厚には影響をされずヘモグロビンの変化だ
けに影響を受ける緑色の反射光を青色励起光と組み合わせることにより、正常組織は淡い
緑色、腫瘍組織はマゼンダ系色、深部血管は濃い緑系色に観察されるため、これらの組織
をより識別しやすくすることが可能である。
【００７４】
　一方、狭帯域光観察（Narrow Band Imaging：以下「ＮＢＩ」ともいう。）モードは、
照射光の分光透過率特性を調整することで観察機能を向上した観察モードである。例えば
、青色光などの波長の短い光は、生体への深達度が小さく、例えば赤色光などの波長の長
い光は、生体への深達度が大きい。このため、ＮＢＩモードにおいて短波長狭帯域光を用
いた場合には、短波長光が観察部位の表面付近の情報のみを含んで反射されるので、観察
部位表面に特化した観察画像を得ることができる。すなわち、観察部位の表面微細構造の
コントラストが向上し、例えば毛細血管等の微細なパターンを明瞭化できる。逆に、ＮＢ
Ｉモードにおいて赤色等の長波長光を用いた場合には、長波長光が観察部位の深部の情報
を含んで反射されるので、観察部位の深部の様子を画像化することができる。
【００７５】
　また、ＮＢＩモードにおいては、特に、血液中のヘモグロビンに吸収されやすい狭帯域
化された２つの波長の光を照射することにより、粘膜表層の毛細血管、粘膜微細模様の強
調表示を実現することもできる。血管を高いコントラストで観察するために、血液に強く
吸収される、または、粘膜表層で強く反射・散乱される、という特長を併せ持つ光の利用
に着目し、ＮＢＩモードでは、粘膜表層の毛細血管観察用に青色の狭帯域光（例えば３９
０ｎｍ～４４５ｎｍ）と、深部の太い血管観察と粘膜表層の毛細血管とのコントラストを
強調するために緑色の狭帯域光（例えば、５３０ｎｍ～５５０ｎｍ）とを観察部位に照射
する。ＮＢＩモードでは、食道領域の詳細診断や大腸のピットパターン（腺管構造）観察
のために広く行われている色素散布の代替法として使用することができ、検査時間や不必
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要な生検の減少によって、検査の効率化への貢献が期待される。
【００７６】
　そして、ライトガイドファイバ２５により先端部２２に導光された照明光は、照明窓（
不図示）に取り付けた照明レンズ２４を経て、拡開して体内の観察対象部位に照射される
。なお、光源装置３Ｄには、光源装置３Ｄの種類を識別するための光源装置識別手段であ
るランプ識別部３２が配設されている。ランプ識別部３２のランプ３０の種類（例えば、
キセノンランプ、ハロゲンランプ、メタルハライドランプ、または、発光ダイオード）の
情報は、制御部１１Ｄを介して処理条件選択部１３に送信される。
【００７７】
　なお、照明光の種類、言い換えれば、観察モードは、術者が入力部６等を介して設定す
る。プロセッサ４Ｄの制御部１１Ｄは設定された観察モードに基づいて、内視鏡２Ｄの遮
断フィルタ２８および切替フィルタ部３３Ｄ等を制御する。
【００７８】
　これに対して、図２８および図２９は、６本の基準色軸に加えて２本の基準色軸が設定
された、内視鏡システム１Ｄの、いわゆる８軸の色補正処理の色空間を示している。図２
８に示すように、内視鏡システム１Ｄでは、通常光観察モードの場合には、処理条件選択
部１３が選択した処理条件に基づいて、Ｒ基準色軸とＹ基準色軸の間、および、Ｒ基準色
軸とＭ基準色軸の間に、それぞれ１本の基準色軸、Ｒ－Ｙ色軸およびＲ－Ｍ色軸を設定す
る。このため、８軸の色補正処理では、色軸で分割される色相領域は、（１Ａ）、（１Ｂ
）、（２Ａ）、（２Ｂ）、（３）、（４）、（５）、（６）の８領域となる。
【００７９】
　そして、例えば、Ｒ－Ｍ色軸の補正処理のときの補正係数を変化した場合に、影響が及
ぶのはＲ－Ｍ色軸の両側の領域（１Ａ）および領域（１Ｂ）となる。このため、例えば、
領域（１Ｂ）に属する画素に対して、色相領域毎に色補正処理を行うと、領域（１Ｂ）だ
けでなく、領域（１Ａ）、および領域（２Ａ）の３つの色相領域に影響が及ぶが、領域（
１Ａ）および領域（２Ａ）への影響は小さく、他の領域には影響が及ばない。
【００８０】
　しかし、特殊光観察モードの場合には、ＣＣＤ２０が撮影する内視鏡画像は、通常光観
察モードとは異なり、Ｃ色を中心とした微妙な色調が多い。このため、図２９に示すよう
に、内視鏡システム１Ｄでは、特殊光観察モードの場合には、処理条件選択部１３が選択
した処理条件に基づいて、Ｃ基準色軸とＧ基準色軸の間、および、Ｂ基準色軸とＣ基準色
軸の間に、それぞれ１本の前記基準色軸、Ｃ－Ｇ色軸およびＣ－Ｂ色軸を設定する。この
ため、８軸の色補正処理では、色軸で分割される色相領域は、（１）、（１）、（２）、
（２）、（３）、（４Ａ）、（４Ｂ）、（５Ａ）、（５Ｂ）、（６）の８領域となる。
【００８１】
　図３０および図３１に示すように、内視鏡画像を較正する画素の色信号は、それぞれが
Ｒ信号、Ｇ信号、Ｂ信号の大小関係を比較することにより、８個の色相領域のいずれに位
置するかが判断され、その位置する色相領域に対して色補正処理が行われる。内視鏡シス
テム１Ｄでは、２本の基準色軸は予め設定されており、８軸の色補正処理を行う内視鏡画
像処理装置として設計されるため、装置設計が容易で回路等が複雑化することを最小限に
留めることができる。
【００８２】
　次に、図３２を用いて本実施の形態の内視鏡画像処理装置７Ｄの色補正処理部５０にお
ける色補正処理を説明する。マトリックス部４４から色補正処理部５０に入力される内視
鏡画像は、Ｒ信号、Ｇ信号およびＢ信号の色信号である。内視鏡画像を構成する各画素の
色信号は、ＲＧＢ比較部５１により、図３０および図３１で示したように、観察モードに
応じて、Ｒ信号、Ｇ信号、Ｂ信号の大小関係を比較することにより、８個の色相領域のい
ずれに位置するかが判断される。
【００８３】
　８個の色相領域のそれぞれに対して色補正処理を行うために、通常光観察モードでは、
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処理条件記憶部１２には、８個の飽和度（彩度）補正係数、KRsat、KGsat、KBsat、KYsat
、KCsat、KMsat、KRYsat、KRMsat、および、８個の色相補正係数、KRhue、KGhue、KBhue
、KYhue、KChue、KMhue、KRYhue、KRMhueからなる処理条件が予め記憶されている。ここ
で、補正係数を示す記号「Ｋ」の後の添字は、色相の略号であり、RMはＲとＭの間の中間
色を、RYはＲとＹの間の中間色を示している。
【００８４】
　また、特殊光観察モードでは、処理条件記憶部１２には、８個の飽和度（彩度）補正係
数、KRsat、KGsat、KBsat、KYsat、KCsat、KMsat、KCGsat、KCBsat、および、８個の色相
補正係数、KRhue、KGhue、KBhue、KYhue、KChue、KMhue、KCGhue、KCBhueからなる処理条
件が予め記憶されている。ここで、CGはＣとＧの間の中間色を、CBはＣとＢの間の中間色
を示している。
【００８５】
　図３３Ａ、図３３Ｂ、図３３Ｃに処理条件記憶部１２に記憶されている観察モードに応
じた処理条件の例を示す。図３３Ａは、通常光観察モードに応じた処理条件を、図３３Ｂ
は、蛍光観察（ＡＦＩ）モードに応じた処理条件を、図３３Ｃは、狭帯域光観察（ＮＢＩ
）モードに応じた処理条件を示している。なお、それぞれの補正係数は相対的な値であり
、例えば、－１００から１００の間の整数で示される。
【００８６】
　ここで、図３３Ａに示した通常光観察モードに応じた色補正処理条件では、Ｒ基準色軸
とＹ基準色軸の間、および、Ｒ基準色軸とＭ基準色軸の間に、それぞれ１本の基準色軸が
設定され、それぞれの色軸に対する補正係数が設定されている。これに対して図３３Ｂお
よび図３３Ｃに示した特殊光観察モードに応じた色補正処理条件では、Ｃ基準色軸とＧ基
準色軸の間、および、Ｂ基準色軸とＣ基準色軸の間に、それぞれ１本の基準色軸が設定さ
れ、それぞれの色軸に対する補正係数が設定されている。
【００８７】
　内視鏡システム１Ｄの色補正処理においては、観察モードに応じた最適の処理条件を処
理条件選択部１３が、処理条件記憶部１２に記憶されている処理条件の中から選択する。
さらに、処理条件選択部１３は、ランプ識別部３２からの情報を制御部１１Ｄを介して受
信し、その情報をもとに処理条件を選択する。内視鏡システム１Ｄでは、処理条件とは、
６色の基準色軸に追加で設定される基準色軸の設定条件および補正係数の設定条件である
。内視鏡システム１Ｄにおいては、追加で設定する基準色軸は少なくとも２本であり、少
なくとも８本の基準色軸が設定される。追加で設定する基準色軸は３本以上でも良いが、
２本が処理時間等の観点から好ましい。　
　このため、内視鏡システム１Ｄでは画像処理部１０の補正条件を適切に設定することが
容易である。
【００８８】
　なお、内視鏡システム１Ｄにおいては処理条件選択部１３が、内視鏡２Ｄの種類に応じ
て、処理条件を選択してもよい。ここで内視鏡２Ｄの種類とは型番等を意味するものでは
なく、同じ型番の製品であっても製造工程でのばらつきによる色特性差も存在するため、
個々の内視鏡２Ｄのそれぞれが１種類に相当する。特に、カラーＣＣＤにおいてはカラー
フィルタ製造時のばらつきにより同じ型番の製品であっても特性差が大きいため、処理条
件選択部１３が、個々の内視鏡毎に処理条件を選択することが好ましい。処理条件選択部
１３は、例えば、内視鏡２Ｄに配設されたスコープ識別部１６の情報に基づいて内視鏡の
種類を識別する。言い換えれば、内視鏡システム１Ｄにおいてはスコープ識別部１６が、
個々の内視鏡毎に異なった処理条件を記憶しており、処理条件選択部１３が、個々の内視
鏡毎に異なった処理条件を選択する。図３４Ａ、図３４Ｂに処理条件記憶部１２に記憶さ
れている内視鏡の種類に応じた処理条件の例を示す。図３４Ａは、内視鏡Ａに応じた通常
光観察モード用の処理条件を、図３４Ｂは、内視鏡Ｂに応じた通常光観察モード用の処理
条件を示している。
【００８９】
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　また、内視鏡システム１Ｄにおいては処理条件選択部１３が、撮影部位に応じた処理条
件を選択したり、撮影する体内の状態に応じたシーンに応じた処理条件を選択したり、術
者に応じた処理条件を選択してもよい。
【００９０】
　さらに、内視鏡システム１Ｄにおいては、処理条件選択部１３が、選択した処理条件を
修正する処理条件修正部を有する。すなわち、図３５に示すように処理条件は、例えば、
モニタ５の表示画面５Ａに表５Ｂとして表示された値を確認しながら、選択マーカ５Ｃで
所定の値の修正場所５Ｄを選択することで、入力部６を用いて数値の修正することができ
る。処理条件選択部１３が選択した処理条件を修正することで、状況に応じた色調の微妙
な調整を行うことができる。処理条件選択部１３としては、例えば、入力部６またはスコ
ープスイッチ１５を用いることができる。また、同様に、入力部６等を用いて、処理条件
記憶部１２に記憶する処理条件を設定することもできる。
【００９１】
　以上の説明のように、内視鏡システム１Ｄは観察モードが切り替わり内視鏡画像の色調
が大きく変化しても、画像処理部１０の補正条件を適切に設定することが容易である。
【００９２】
　なお、上記説明では、処理条件記憶部１２および処理条件選択部１３を、制御部１１Ｄ
および画像処理部１０から独立した別個の構成要素として説明したが、制御部１１Ｄまた
は画像処理部１０と同じハードウエアを用いる、制御部１１Ｄまたは画像処理部１０と一
体のものであってもよい。
【００９３】
　以上の説明のように、内視鏡画像処理装置７は画像処理部１０の補正条件を適切に設定
することが容易である。
【００９４】
　なお、特殊光観察モードでは種々のフィルタの組み合わせ等により特徴ある色調の内視
鏡画像を得ることができる。このため上記説明では、特殊光観察モードの場合には、Ｃ基
準色軸とＧ基準色軸の間、および、Ｂ基準色軸とＣ基準色軸の間に、それぞれ１本の基準
色軸を設定する内視鏡システムについて説明したが、これに限られるものではない。
【００９５】
　本発明は、上述した実施の形態および変形例に限定されるものではなく、本発明の要旨
を変えない範囲において、種々の変更、改変等が可能である。
【００９６】
　本出願は、２００８年１０月１７日に日本国に出願された特願２００８－２６８８５２
号および特願２００８－２６８８５３号を優先権主張の基礎として出願するものであり、
上記の開示内容は、本願明細書、請求の範囲、図面に引用されたものとする。
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